
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 37 運動と力② 

 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 （愛知県 A） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）図 2 より，小球が斜面上を運動しているときは速さが一定の割合で大きくなる等加速度運動を，

水平面上を運動しているときは速さが一定の等速直線運動をしていることがわかる。 

「塾技 37  」（1）の図より，等加速度運動のとき，進行方向にはたらく力（斜面方向の分力）の 

大きさは一定である。 

一方，「塾技 36  」（1）より，摩擦のない水平面を小球が等速直線運動しているときは，抗力と重

力がつり合って合力 0 の状態になるため，小球の進行方向に力ははたらいていない。 

以上より，符号はイとわかる。 

 イ 

 

（2）まず，PQ 間の距離を求める。 

③では PQ 間を，2.4－1.4 = 1.0〔秒〕で進んでいるが，このときの速さは図 2 より 2.8m/s なので，

PQ 間の距離は，2.8 × 1.0 = 2.8〔m〕とわかる。一方，④では PQ 間を 2.0m/秒の速さで進んでいる

ので，PQ 間を進むには，  = 1.4〔秒〕かかる。 

よって，小球が点 Q を通過するのは，手を離してから，1.0 + 1.4 = 2.4〔秒〕後と求められる。 

 イ 

 

（3）図 4 より，定規が動いた距離は，台車とおも

りを合わせた質量に比例することがわかる。

また，台車とおもりを合わせた質量が同じと

き，定規が動いた距離と台車を離した高さの

関係を考えると，台車とおもりを合わせた質

量が 2.0kg のとき，台車を離した高さが 10.0cm

のときは定規が 6.0cm 動き，20.0cm のときは

定規が 2 倍の 12.0cm 動いている。 

よって，台車とおもりを合わせた質量が一定

のとき，定規が動いた距離は台車の高さに比

例することがわかる。 

 

 

（4）図 4 より，台車とおもりを合わせた質量が 2.5kg のとき，台車の高さを 10.0cm にすると定規が 7.5cm

動いているので，高さを 8.0cm にしたときは， 
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塾技 37  補充問題 解答・解説 

 解 

答 

1 

4 

答 

2.8
2.0

答 

8.0
7.5 6.0 cm

10.0
  〔 〕 答 

答 


